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【Scenes of Solution】

熊本地震からの復旧・復興を
ファンドで支援
ーー DBJが肥後銀行、鹿児島銀行と協働し、
　　くまもと復興応援ファンドを組成
株式会社肥後銀行　頭取　甲斐 　博 氏

【調査のわき道】

母親たちのダンゴサッカー
河川敷の仁義なき戦い
株式会社日本経済研究所 社会インフラ本部 インフラ部長   小原 爽子

【未来人図鑑】

株式会社アルミネ
代表取締役社長　竹内 猛 氏

「人を大事にする経営」を守り、
お客さまへの製品供給責任を果たす

スポーツで
日本を元気に

【ネクスト・ジャパン最前線】

１部では、内閣府の越智隆雄

副大臣から来賓挨拶、日本

商工会議所の三村明夫会頭から基

調講演を頂きました。第２部のパネル

ディスカッションでは、立正大学教授で

東京大学名誉教授の吉川洋様、モル

ガン・スタンレーＭＵＦＧ証券マネージン

グ・ディレクター兼チーフエコノミストの

ロバート・アラン・フェルドマン様、三菱

重工業株式会社代表取締役社長の

宮永俊一様、アイリスオーヤマ株式会社

代表取締役社長の大山健太郎様、

当行産業調査部長の竹ケ原啓介をパネリストに、日本経済新聞社編集委員兼論説委員の瀬能繁様にコーディネート頂いて、

Ｍ＆Ａや研究開発なども含めた企業のみらいへの投資（「広義の投資」）や成長市場開拓への企業の取り組みなどについて、

学識者や現場の企業経営者それぞれの立場、

経験を踏まえて、活発なご議論、貴重なご意見を

頂戴しました。

めてこれまで設備投資計画調査にご協力頂

きました関係者の皆様に御礼申し上げるとと

もに、今後とも当行の設備投資計画調査にご理解、

ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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　2016年9月16日（金）、当行の設備投資計画調査60周年を記念したシンポジウムを開催いたしました。日本経済

新聞社の共催、内閣府のご後援を賜り、約400人の聴衆にお集まり頂きました。

日本商工会議所
三村明夫会頭

内閣府
越智隆雄副大臣
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（株）日本政策投資銀行
早稲田大学 スポーツビジネス研究所

（株）東京ドーム
（株）今治.夢スポーツ
（株）北海道バスケットボールクラブ
経済産業省

（株）肥後銀行
（株）アルミネ
（株）ワークス・ジャパン
河内正和

（株）グレビス
飯島隆
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スポーツで日本を元気に
　日本のスポーツシーンが熱い。2019年ラグビーワールドカップ、2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催

を控えて、近年、国や自治体、企業、競技関連団体など、さまざまな主体の間でスポーツに対する注目度が高

まっているのだ。さらに、こうした状況をチャンスと捉えて、スポーツ産業の発展やスポーツ市場の拡大を図る

動きも活発化している。日本政策投資銀行（DBJ）も早くからスポーツの持つ経済的な可能性に着目し、調査

研究、情報発信活動や投融資を通じてスポーツ産業の成長をサポートしている。本号特集では、国内スポーツ

産業の発展可能性をテーマに、早稲田大学スポーツ科学学術院・間野義之教授へのインタビュー、スポーツ産

業の振興に不可欠とされるスタジアムを核とした街づくりおよびスポーツを通じた地域活性化の事例、スポーツ

庁と連携してスポーツ産業の活性化を推進している経済産業省・前田泰宏大臣官房審議官へのインタビュー

を紹介する。
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P20 未来人図鑑

株式会社アルミネ
代表取締役社長　竹内 猛 氏

「人を大事にする経営」を守り、お客さまへの製品供給責任を果たす
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熊本地震からの復旧・復興をファンドで支援
—DBJが肥後銀行、鹿児島銀行と協働し、くまもと復興応援ファンドを組成
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母親たちのダンゴサッカー
河川敷の仁義なき戦い
株式会社日本経済研究所 社会インフラ本部 インフラ部長 小原 爽子
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ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
現
状
と
発
展
可
能
性

　

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
市
場
規
模
も
日
本
は
劣
勢
だ
。国
内

ス
ポ
ー
ツ
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
）は
、２
０
１
２
年
時
点
で

11
．４
兆
円（
公
営
競
技
を
除
く
と
７
．１
兆
円
、公
営
競
技

お
よ
び
教
育
を
除
く
と
５
．５
兆
円
）に
対
し
て
、米
国
で
は

２
０
１
５
年
時
点
で
４
，７
２
０
億
ド
ル（
米
国P

lunkett 

R
esearch 

Ｈ
Ｐ
参
照
）と
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
。加
え

て
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。２
０
１
２
年
は

２
０
０
２
年
の
14
．８
兆
円
か
ら
３
．３
兆
円
減
少
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、２
０
１
２
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
の
11
．４
兆
円
と
い
う

数
字
は
、国
内
主
要
産
業
の
１
つ
で
あ
る
化
学
や
鉄
鋼
よ
り

も
大
き
く
、ス
ポ
ー
ツ
産
業
は
相
応
の
規
模
を
有
す
る
産

業
と
も
言
え
よ
う
。近
年
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

Ｇ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
も
２
０
２
０
年
前
後
に
国
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種

大
規
模
国
際
大
会
を
機
に
今
後
は
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
発
展
を
図
る
う
え
で
期
待
さ
れ
る
の

が
ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー
ナ
の
改
革
だ
。ス
ポ
ー
ツ
市
場
の

拡
大
に
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ア
施
設
と
な
る
ス
タ
ジ
ア
ム・ア

リ
ー
ナ
の
魅
力
を
高
め
、観
戦
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
、国
は
公
営
の
ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー
ナ
を
、ス
ポ
ー
ツ

観
戦
を
楽
し
む
た
め
の
飲
食
・
物
販
・
宿
泊
等
の
付
帯
施
設

を
備
え
た「
稼
げ
る
施
設
」へ
と
改
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
調
査
で
は
、２
０
１
５
年
時
点
で
全
国
の
ス
タ
ジ

ア
ム・ア
リ
ー
ナ
等
の
新
設
・
建
替
計
画
は
約
30
ヵ
所
、ま
た

今
後
20
年
間
の
改
築
・
新
設
需
要
は
２
．１
兆
円
と
推
計
さ

れ
る
。国
は
改
革
に
よ
る
収
益
力
向
上
に
よ
っ
て
、そ
の
市

場
規
模
が
２
０
２
０
年
に
３
兆
円
、２
０
２
５
年
に
３
．８
兆

円
に
拡
大
す
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー
ナ
改
革
に
お
い
て
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
提
唱
し
て
い
る
の
が「
ス
マ
ー
ト
・ベ
ニ
ュ
ー

®
」と
い
う

交
流
施
設
だ
。従
来
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、公
共
的

な
役
割
の
も
と
、郊
外
に
立
地
す
る
単
機
能
型
体
育
施
設

と
し
て
建
設
さ
れ
て
き
た
。こ
れ
に
対
し
、今
後
、街
づ
く

り
の
中
核
を
担
う
交
流
施
設
は
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て

の
機
能
以
外
に
も
多
機
能
複
合
型
、民
間
活
力
導
入
、街

な
か
立
地
、収
益
性
改
善
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
こ
れ
ら
の
要
素
を
備
え
た
交
流

施
設
を「
周
辺
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
む
、複
合
的

な
機
能
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
交
流
施
設
」

と
定
義
し
て
、「
ス
マ
ー
ト
・ベ
ニ
ュ
ー

®
」と
い
う
概
念
を
提

唱
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
・
地
域
の
産
業
発
展
に

も
期
待
が
か
か
る
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
調
査
で
は
、地
域
別
Ｇ
Ｄ
Ｓ

Ｐ（
図
表
２
）の
構
成
比
が
高
い
圏
域
は
大
消
費
地
で
あ
る

首
都
圏
、近
畿
圏
だ
が
、県
内
総
生
産
の
地
域
別
構
成
比

率
と
の
比
較
で
み
る
と
、地
方
圏（
北
海
道
、東
北
、近
畿
、

四
国
、九
州
・
沖
縄
）で
の
構
成
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
を
構
成
す
る
項
目
別
の
傾
向
を
み
て
も
、「
小

売
」は
首
都
圏
、近
畿
圏
が
大
き
い
が
、「
施
設
」で
は
施
設

を
整
備
し
や
す
い
地
方
圏
の
方
が
、ま
た「
教
育
」も
人
口

１
人
当
た
り
に
対
す
る
学
校
数
が
多
い
地
方
圏
の
構
成
比

率
が
相
対
的
に
大
き
い
。「
興
行
」に
お
い
て
も
、サ
ッ
カ
ー

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
等
、都
市
圏
だ
け
で
な
く
地
方
圏
を
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
と
す
る
チ
ー
ム
が
多
く
存
在
し
、「
旅
行
」分
野
に

お
い
て
も
地
方
を
行
き
先
エ
リ
ア
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、ス
ポ
ー
ツ
は
地
方
に
立
地
す
る
ス
タ
ジ
ア
ム
等
の

施
設
や
豊
か
な
自
然
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、地

方
圏
で
、地
方
発
で
も
事
業
展
開
が
で
き
る
、地
方
経
済
の

活
性
化
に
貢
献
し
得
る
産
業
で
あ
る
と
言
え
る
の
だ
。

（
注
）ス
ポ
ー
ツ
未
来
開
拓
会
議 

中
間
報
告

〜
ス
ポ
ー
ツ
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て
〜

平
成
28
年
６
月　

ス
ポ
ー
ツ
庁　

経
済
産
業
省 

資
料
よ
り

「
世
界
の
主
要
リ
ー
グ
の
収
入
比
較
」出
典 

原
田
・
小
笠
原（
２
０
１
５
）

　

ス
ポ
ー
ツ
産
業
は
、既
存
の
産
業
分
類
に
縛
ら
れ
な
い
多

様
な
産
業
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
。具
体
的
に
は
、小
売
、興

行
、施
設
、賃
貸
、旅
行
、放
送
・
新
聞
等
か
ら
成
る「
用
品
」

「
施
設
・
空
間
」「
サ
ー
ビ
ス・
情
報
」の
各
産
業
分
野
で
あ

り
、近
年
で
は
各
分
野
が
重
複
し
た
新
し
い
分
野
も
誕
生

し
て
い
る（
図
表
１
）。た
と
え
ば
、サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
な
ど

各
競
技
に
関
す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、施
設
・
空
間
産

業
と
サ
ー
ビ
ス・
情
報
産
業
の
複
合
事
業
で
あ
り
、施
設
は

単
な
る
ハ
コ
も
の
で
は
な
く
、利
用
者
の
需
要
を
喚
起
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
伴
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、企
業
や
各
種
競
技
団
体
に
よ
る
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
み
に
留
ま
ら
ず
他

産
業
と
の
連
携
に
も
発
展
し
て
い
る
。た
と
え
ば
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
の
融
合
に
よ
る
機
能
性
ウ
ェ
ア
の
開
発
、観
光
と

の
融
合
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、Ｉ
Ｔ
と
の
融
合
に
よ

る
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
観
戦
ス
タ
イ

ル
な
ど
だ
。ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
健
康
増
進
や
医
療
費

の
削
減
な
ど
に
繋
が
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
他
分
野
と
の
複
合
化
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る

新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
、既
存
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
付

加
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、消
費
者
の
満
足
度
を
向
上

さ
せ
、さ
ら
な
る
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

日
本
で
は
従
来
、ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
経
済
性
に
注
目
す
る

傾
向
が
弱
く
、ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
が
主
要
産
業
と
な
っ
て

い
る
欧
米
諸
国
と
は
対
照
的
だ
。た
と
え
ば
、世
界
の
主

要
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
グ
の
収
入（
１
ク
ラ
ブ
当
り
の
平
均
年
間

収
入
、出
所
・
注
）で
見
て
も
、米
国
の
Ｎ
Ｆ
Ｌ（
ア
メ
フ
ト
）

２
８
９
億
円
、Ｍ
Ｌ
Ｂ（
野
球
）２
２
９
億
円
、Ｎ
Ｂ
Ａ（
バ

ス
ケ
ッ
ト
）１
４
７
億
円
、英
国
の
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ（
サ
ッ

カ
ー
）１
８
９
億
円
等
に
対
し
て
、日
本
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ（
プ
ロ
野

球
）１
１
８
億
円
、Ｊ
リ
ー
グ（
サ
ッ
カ
ー
）31
億
円
等
と
、そ

の
収
益
格
差
は
野
球（
日
米
）で
２
倍
、サ
ッ
カ
ー（
日
英
）

で
６
倍
と
大
き
く
開
い
て
い
る
。

基本解説

Bas i c  exp l ana t i on

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
現
状

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
市
場
規
模

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
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て

スポーツサービス
情報産業

スポーツ
用品産業

ファッション スポーツ
ハイブリッド業

スポーツ旅行業
スポーツスクール業
スポーツ用品レンタル業 等

スポーツ用品製造業
スポーツ用品卸業
スポーツ用品小売業 等

各種競技場
（ゴルフ場、スキー場、
野球場 等）

健康

観光 医療

アミューズ
メント 食

スポーツ施設
空間産業

スポーツ関連
流通業

施設・空間
マネジメント業

（図表1）スポーツ産業の進化が期待される近接産業

（出所）原田宗彦（2015）「スポーツ産業論第６版」杏林書院をもとにDBJ作成

合計

北海道

東北

北関東甲信

首都圏

北陸

東海

近畿

中国

四国

九州・沖縄

ブロック
2012年時点GDSP

試算値 構成比 県内総生産（名目） 構成比

2011年県民経済計算

114,085

5,421

10,322

8,350

31,860

2,382
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182,631

384,755

380,139

1,619,795

118,899

616,613

775,518

280,887

138,594

476,280

100.0％

3.7％

7.7％

7.6％

32.6％

2.4％

12.4％

15.6％

5.6％

2.8％

9.6％

（単位：億円）
（図表2）地域別GDSP試算結果と地域別県内総生産（名目）の比較

（出所）内閣府（2011）「県民経済計算」をもとにDBJ作成
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ば
せ
る
か
だ
。た
と
え
ば
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野

で
見
る
と
、ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
や
ス
ニ
ー
カ
ー
な

ど
は
ス
ポ
ー
ツ
か
カ
ジ
ュ
ア
ル
か
境
目
が
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。も
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
を
強
調

し
た
製
品
を
作
れ
ば
、売
上
を
伸
ば
し
て
い

け
る
は
ず
だ
。

　

興
行
の
拡
大
も
必
要
だ
。た
と
え
ば
、こ

の
９
月
か
ら
開
幕
し
た
男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
Ｂ
リ
ー
グ
は
、１
部
18
チ
ー
ム

の
売
上
げ
予
算
で
１
０
０
億
円
を
超
え
る
。

ま
た
、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
こ
れ
か
ら
の
魅
力
あ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
し
て
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
ト
ッ

プ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
４
年
間
で
１
２
５
億
円

の
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
結
び
、支
援
す
る
と
い

う
。バ
ス
ケ
ッ
ト
の
競
技
人
口
は
、サ
ッ
カ
ー
、

野
球
に
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て
第
３
位
だ

が
、逆
に
そ
れ
だ
け
伸
び
し
ろ
は
大
き
く
、消

費
に
も
刺
激
を
与
え
る
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、１
部
チ
ー
ム
の
条
件
は
５
千
人

収
容
の
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
の
所
有
だ
が
、そ

の
規
模
の
ア
リ
ー
ナ
と
い
う
の
は
ま
だ
少
な

く
、今
後
、新
規
・
建
替
え
需
要
が
発
生
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。Ｂ
リ
ー
グ
で
も
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
は
年
間
30
試
合
に
限
ら
れ
る
の
で
、

残
る
３
３
５
日
で
稼
ぐ
仕
組
み
を
ビ
ル
ト
イ

ン
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー
ナ
の
多
機
能
複
合
化
に

よ
る
ス
マ
ー
ト
・ベ
ニ
ュ
ー
整
備
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
。こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、市
場
拡

大
が
進
む
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。

—

ス
ポ
ー
ツ
を
地
方
創
生
に
役
立

て
る
動
き
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。　

　

地
方
創
生
は
カ
ギ
を
握
る
の
は
、や
は
り

人
口
だ
。人
口
に
は
大
き
く
定
住
・
移
住
・
交

流
人
口
の
３
つ
が
あ
る
が
、要
は
人
口
が
増

え
な
い
と
地
方
は
活
性
化
で
き
な
い
。

　

定
住
人
口
に
ス
ポ
ー
ツ
が
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
は
、ま
だ
実
証
的
な
デ
ー
タ
は
な
い

が
、移
住
人
口
に
関
し
て
は
、今
、我
々
が
新

潟
で
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
を
例
に
デ
ー
タ
を

取
っ
て
い
る
。ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、サ
ッ
カ
ー

以
外
に
野
球
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、陸
上
競

技
、ス
キ
ー
な
ど
10
種
目
位
を
展
開
し
て
い

る
。各
競
技
ご
と
に
選
手
、コ
ー
チ
、ス
タ
ッ
フ

と
し
て
新
潟
に
来
た
人
た
ち
の
移
動
履
歴

を
調
べ
て
み
る
と
、移
住
率
は
一
般
の
新
潟

県
民
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
を
１
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
産

業
と
し
て
考
え
る
と
、産
業
化
に
よ
っ
て
人

口
増
が
生
じ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

交
流
人
口
に
関
し
て
は
、高
校
野
球
で
民

族
大
移
動
が
起
こ
る
し
、サ
ッ
カ
ー
や
野
球
も

ホ
ー
ム
＆
ア
ウ
ェ
イ
方
式
な
の
で
フ
ァ
ン
が
移

動
す
る
Ｊ
リ
ー
グ
も
ア
ジ
ア
戦
略
に
取
り
組

ん
で
い
て
、タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ヒ
ー
ロ
ー

選
手
を
Ｊ
リ
ー
グ
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、母
国
か
ら
の
観
客
を
増
や
そ
う
と
考

え
始
め
て
い
る
。こ
れ
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど

他
の
ス
ポ
ー
ツ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。

—

今
後
の
課
題
は
。

　　

課
題
は
多
い
が
、ま
ず
は
人
材
育
成
だ
。

体
育
人
材
は
い
る
が
、ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の

人
材
が
不
足
し
て
い
る
。日
本
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
は
、十
分
な
人
材
育
成
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。ス
ポ
ー
ツ

産
業
に
携
わ
る
人
の
教
育
研
修
体
制
を
整

備
し
賃
金
を
上
げ
な
い
と
、優
秀
な
人
材
は

集
ま
ら
な
い
し
、ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う

人
も
育
た
な
い
。

　

そ
れ
と
、本
当
に
大
事
な
の
は
ゴ
ー
ル
デ

ン・ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
の
３
年
間
を
通
し

て
、こ
の
国
の
将
来
に
ど
の
よ
う
な
レ
ガ
シ
ー

を
遺
す
か
と
い
う
こ
と
だ
。世
界
が
注
目
す

る
こ
の
絶
好
の
機
会
を
、国
内
ス
ポ
ー
ツ
産

業
の
発
展
や
地
方
創
生
、高
齢
化
社
会
の
課

題
解
決
な
ど
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。３

年
間
は
あ
く
ま
で
も
通
過
点
に
過
ぎ
ず
、さ

ら
に
高
い
目
標
を
見
据
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
。そ
の
意
味
で
、ゴ
ー
ル
デ
ン・ス
ポ
ー
ツ

イ
ヤ
ー
ズ
の
３
年
間
で
、い
か
に
国
や
地
方
の

レ
ガ
シ
ー
を
創
り
遺
す
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
と
思
う
。

（
注
）ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
：
国
際
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
ズ
協
会（
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ
、本
部
・ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
）が
４
年
ご

と
に
主
催
し
、30
歳
以
上
の
成
人
・
中
高
年
の
一
般
ア
ス
リ
ー
ト

を
対
象
に
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
規
模
の
国
際
総
合
競
技

大
会
。１
９
８
５
年
の
第
１
回
大
会
か
ら
８
回
開
催
さ
れ
、延
べ

14
万
人
以
上
の
人
が
参
加
し
て
い
る
。２
０
２
１
年
第
10
回
記

念
大
会
は
、関
西
広
域
連
合
加
盟
８
府
県
４
政
令
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
。

I N T E R V I E W

—

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
振
興
が
期
待
さ

れ
る
背
景
は
何
で
し
ょ
う
か
。　

　

大
き
く
２
つ
あ
る
と
思
う
。１
つ
は
、私
が

「
ゴ
ー
ル
デ
ン・ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
」と
呼

ぶ
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
日
本
で

３
年
連
続
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
だ（
図
表
）。

２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
加
え
、２
０
２
１
年
に

は「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」の
世
界
最
高
の
祭
典

と
言
わ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

（
注
）が
関
西
で
行
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
世
界
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

が
１
つ
の
国
で
連
続
し
て
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
か
つ
て
な
く
、日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
振

興
に
と
っ
て
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。厳
し

い
財
政
下
に
あ
る
国
や
地
方
自
治
体
に
は
、

こ
の
３
年
間
を
コ
ス
ト（
費
用
負
担
）で
終
わ

ら
せ
る
の
で
は
な
く
、プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
期
待
が
あ
る
。

　

第
２
は
、そ
う
し
た
期
待
の
表
れ
と
し
て

２
０
１
５
年
10
月
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
だ
。同
庁
の
鈴
木
大
地
長
官
が
、

「
我
々
の
仕
事
は
、ス
ポ
ー
ツ
で
稼
い
で
い
い

ん
だ
と
い
う
空
気
を
醸
成
す
る
こ
と
。（
そ

れ
を
）国
が
発
信
す
る
」と
語
っ
て
い
る
よ
う

に
、こ
れ
ま
で
の
文
部
科
学
行
政
で
は
な
い

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
推
進
し
て
い
こ
う

と
い
う
政
府
の
姿
勢
が
明
確
に
示
さ
れ
た
わ

け
だ
。

—

国
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
、ス

ポ
ー
ツ
産
業
の
国
内
市
場
規
模
を

２
０
１
２
年
比
３
倍
の
15
兆
円
に
拡
大

す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
個
人
消
費
を
ど
れ
だ
け
伸

ス
ポ
ー
ツ
で
稼
ぐ

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

地
方
の
人
口
問
題
の

解
決
に
も
貢
献
す
る

横浜国立大学教育学部卒。同大学院教育学研究科

修士課程修了。1991年東京大学大学院教育学研究

科修士課程修了。株式会社三菱総合研究所勤務の

後、2002年早稲田大学人間科学部助教授、スポーツ

科学部助教授を経て、2009年より現職。スポーツ庁・

経済産業省「スポーツ未来開拓会議」座長、公益財団

法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委

員会参与、公益財団法人日本バスケットボール協会理

事、株式会社三菱総合研究所「レガシー共創協議会」

会長、株式会社日本政策投資銀行「スマート・ベニュー

研究会」委員長など、スポーツ組織の役員・アドバイザー

を多数務める。著書に『オリンピック・レガシー 2020年

東京をこう変える！』『奇跡の3年 2019・2020・2021 

ゴールデン・スポーツイヤーズが地方を変える』など。

YOSHIYUK I  MANO

P r o f i l e

早稲田大学
スポーツ科学学術院　教授

スポーツビジネス研究所　所長

間野 義之氏

ゴ
ー
ル
デ
ン・ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
の
３
年
間
で

日
本
の
未
来
へ
の
レ
ガ
シ
ー
を
遺
せ

2019年年 2020年 2021年

ラグビー
ワールドカップ2019

9/20～11/2
7/24～8/9（オリンピック）
8/25～9/6（パラリンピック） 5/15～5/30

43日 30日 16日

20カ国（48試合） 204カ国・地域 150カ国

1,000人 15,000人 50,000人

200万人 20万人1,000万人

正式名称

期間

日数

出場国数

参加競技者数

競技開催地

来場者数

東京オリンピック・
パラリンピック
競技大会

関西ワールド
マスターズゲームズ

2021

北海道、岩手県、埼玉県、東
京都、神奈川県、静岡県、愛
知県、大阪府、兵庫県、福岡
県、大分県、熊本県

東京都、宮城県、千葉県、
埼玉県、神奈川県ほか

京都府、大阪府、滋賀県、
兵庫県、奈良県、和歌山
県、徳島県、鳥取県

（図表）ゴールデン・スポーツイヤーズの概要

（出所）「奇跡の3年 2019・2020・2021 ゴールデン・スポーツイヤーズが地方を変える」
　　　間野義之（著）　三菱総合研究所（執筆協力）　徳間書店より抜粋
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来
場
が
大
分
増
え
て
き
た
。特
に
ラ
ク
ー
ア

は
女
性
の
中
で
も
Ｆ
１
層（
20
〜
34
歳
の
女

性
）を
イ
メ
ー
ジ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、シ
ョッ
プ
＆

レ
ス
ト
ラ
ン
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、ス
パ
の
３
つ

の
ゾ
ー
ン
が
集
結
し
た
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
型
複
合
施
設
と
し
て
企
画
さ
れ
、「
当

初
は
本
当
に
こ
れ
で
女
性
を
呼
べ
る
の
か

と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
が
、結
果
的
に
は

当
初
の
想
定
を
超
え
る
集
客
に
つ
な
が
っ

て
大
成
功
と
な
っ
た
」と
言
う
。２
０
１
４

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
Ｔｅ
Ｎ
Ｑ
」も
女
性
を
意
識

し
て
開
発
し
た
施
設
で
、「
女
性
を
集
め
る

と
男
性
、家
族
も
一
緒
に
つ
い
て
く
る
」と

い
う
波
及
効
果
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
第
３
が
、エ
リ
ア
全
体
の
価
値
の

向
上
か
ら
生
ま
れ
る
回
遊
性
だ
。「
エ
リ
ア

全
体
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
は
大

き
な
テ
ー
マ
で
す
が
、そ
の
た
め
に
は
個
々

の
施
設
自
体
、本
当
に
面
白
い
も
の
、お
客

さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
揃

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
る
こ

と
で
複
数
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

回
遊
性
が
生
ま
れ
、東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
全

体
が
賑
わ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　

同
社
で
は
今
年
度
か
ら
新
中
期
経
営

計
画「
新
機
軸
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。そ

の
中
で
は
、今
後
５
年
間
に
次
の
世
代
へ
向

け
て
新
規
事
業
の
開
拓
あ
る
い
は
外
部
事

業
へ
の
進
出
を
積
極
的
に
進
め
る
と
い
う

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
外
部
へ
の
進
出
に
つ
い
て
は
、大
き
な

投
資
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
を
中
心
に
考
え
て
い
ま
す
。今
ま
で

は
こ
の
水
道
橋
の
エ
リ
ア
に
、ヒ
ト・モ
ノ・カ

ネ
を
集
中
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、そ
れ

自
体
は
継
続
し
つ
つ
、も
っ
と
外
に
向
か
っ

て
行
き
、将
来
の
東
京
ド
ー
ム
グ
ル
ー
プ
の

基
盤
を
こ
の
５
年
間
で
作
り
、次
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
新
機
軸
の

テ
ー
マ
で
す
」

　

将
来
的
に
は
、東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
国
内
の
他
の
地
域
や
海

外
で
活
用
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
長
岡

氏
は
言
う
。「
た
だ
、そ
の
場
合
も
我
々
が

単
独
で
投
資
を
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、一

緒
に
組
む
相
手
が
い
れ
ば
と
い
う
こ
と
で

す
。東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
は
世
界
で
も
類

例
の
な
い
立
地
条
件
が
あ
る
の
で
、そ
の
条

件
を
あ
る
程
度
兼
ね
備
え
た
案
件
で
あ

れ
ば
、我
々
の
80
年
の
経
験
を
う
ま
く
活

か
せ
る
と
思
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
今
後
、ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
に
向

け
て
注
目
さ
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

い
て
長
岡
氏
は
、成
功
の
カ
ギ
は
立
地
、設

備
の
多
様
性
、コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
指
摘
す
る
。

　
「
地
方
で
は
車
が
主
な
移
動
手
段
と
な

る
の
で
、駐
車
場
や
周
辺
道
路
の
渋
滞
問

題
等
を
含
め
た
立
地
が
課
題
で
す
。加
え

て
重
要
な
の
が
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
設
備

で
す
。ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
前
後
に
回
遊
し
て

楽
し
く
時
間
を
過
ご
せ
る
多
彩
な
施
設

が
、ス
タ
ジ
ア
ム
の
周
り
に
き
ち
ん
と
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。そ
し
て

コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
点
で
は
、近
年
、野
球
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
地
方
に
拠
点
を
置
く
チ
ー
ム

が
、地
元
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
て
フ
ァ
ン
の

層
も
増
え
る
な
ど
、地
方
発
の
ス
ポ
ー
ツ
が

成
立
し
て
き
て
い
る
の
で
、３
つ
の
条
件
が

整
え
ば
ス
タ
ジ
ア
ム
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
立
す

る
可
能
性
は
高
い
と
思
い
ま
す
」

　

成
長
が
期
待
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
の
受
け
皿
と
し
て
、今
、全
国
各
地
で
既

存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
や
新
設
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。「
今
後
、ご
相
談
が
あ
れ

ば
協
力
し
ま
す
し
、ス
タ
ジ
ア
ム
ビ
ジ
ネ
ス

が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、積
極
的

に
そ
の
方
向
に
行
こ
う
と
い
う
気
持
ち
は

十
分
に
あ
り
ま
す
」と
長
岡
氏
。同
社
の

80
年
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、今
後
の
ス
タ

ジ
ア
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化

に
と
っ
て
力
強
い
支
援
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

東
京
ド
ー
ム
の
年
間
来
場
者
数

８
４
６
万
人（
２
０
１
６
年
１
月
期
、以
下

同
）、TO

K
Y

O
 D

O
M

E
 C

IT
Y

 H
A

LL

の
年
間
イ
ベ
ン
ト
開
催
数
２
８
４
回
、ラ

ク
ー
ア
の
年
間
来
街
者
数
１
，５
０
０
万

人
、東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
の
客
室
稼
働
率

91
．６
％
、東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ 

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
ズ
の
年
間
利
用
者
数
５
５
６
万

人—

東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
の
成
功
ぶ
り

は
、こ
う
し
た
数
字
か
ら
も
明
ら
か
だ
。

　
「
今
で
こ
そ
、こ
れ
ほ
ど
の
規
模
と
実
績

を
誇
る
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
で
す
が
、そ

の
始
ま
り
は
た
っ
た
１
つ
の
球
場
、す
な
わ

ち
１
９
３
７
年
に
誕
生
し
た
後
楽
園
ス
タ

ヂ
ア
ム
で
し
た
。戦
後
は
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

ト
場
、ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、遊
園
地
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
を
増
設
。や
が
て
１
９
８
８
年

に
東
京
ド
ー
ム
、２
０
０
０
年
に
東
京
ド
ー

ム
ホ
テ
ル
、２
０
０
３
年
に
ラ
ク
ー
ア
が
で

き
て
複
合
施
設
化
し
た
頃
か
ら
約
４
万
坪

の
エ
リ
ア
一
帯
を
街
と
し
て
捉
え
て
整
備

す
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
流
れ
が
代
々
つ
な

が
っ
て
今
日
へ
と
至
っ
て
い
ま
す
」

　

80
年
に
及
ぶ
成
長
の
歴
史
を
、運
営
会

社
で
あ
る（
株
）東
京
ド
ー
ム
代
表
取
締
役

社
長
の
長
岡
勤
氏
は
、そ
う
振
り
返
る
。

　

東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
は
、な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の

成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。長
岡

氏
は
、そ
の
要
因
と
し
て
３
つ
を
あ
げ
る
。

　

第
１
は
施
設
や
機
能
の
不
断
の
見
直
し

だ
。「
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
は
４
万
坪
の
エ
リ

ア
に
多
彩
な
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、我
々

は
こ
れ
を
１
つ
の
街
と
し
て
捉
え
、街
の
機

能
と
し
て
次
代
に
何
が
必
要
か
を
社
外
の

協
力
も
得
て
考
え
て
い
ま
す
。個
々
の
施

設
に
つ
い
て
も
、ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
短
く

な
っ
て
い
る
の
で
、先
行
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
っ
た
り
、新
し
い
付
加
価
値
を
つ
け
て

い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

第
２
が
女
性
客
の
増
加
だ
。２
０
０
０
年

以
前
、東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
の
来
場
者
は
男

性
が
多
く
占
め
て
い
た
が
、東
京
ド
ー
ム
ホ

テ
ル
と
ラ
ク
ー
ア
が
で
き
て
以
降
、女
性
の

株式会社 東京ドーム
代表取締役社長

長岡 勤氏

「スタジアムビジネスが成立する可能性があれば、
積極的にその方向に行こうという気持ちは
十分にあります」

　日本初の全天候型多目的スタジアム「東京ドーム」を中心に、ホテル、遊園地、多機能ホール、スパ、

ショッピングモール、レストラン街など多彩な施設で構成される東京ドームシティ。スタジアム・アリーナへの

大規模投資によるスポーツを核とした街づくりが期待される中で、日本における都市型複合施設による街づ

くりの代表的な成功事例である東京ドームシティの経験とノウハウに学ぶべき点は多い。

多
機
能
複
合
型
施
設
に
よ
る

街
づ
く
り
事
例

1

４
万
坪
の
区
画
一
帯
を

街
と
し
て
整
備
す
る

人
を
集
め
る
街
づ
く
り
の

３
つ
の
成
功
要
因

80
年
の
経
験
を

今
後
の
事
業
に
活
か
す

株
式
会
社 

東
京
ド
ー
ム
（
東
京
都
文
京
区
）

「
人
を
集
め
る
街
づ
く
り
」の
経
験
を
次
の
世
代
へ

9 8

Next Japan

9 8

Next Japan Next Japan



　２０１４年10月、愛媛県今治市でユニークな地域創生の試みが始まった。サッカー元日本代表監督の岡田

武史氏が、今治市のサッカークラブFC今治のオーナーに就任し、世界に通用するチームづくりとスポーツを

通じた今治の新たな街づくりをスタートさせたのだ。カギとなるのは、７年後に建設を予定する１万５千人収容の

複合型スマートスタジアムだと言う。

　

夢
の
実
現
ま
で
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
10

年
だ
と
岡
田
氏
は
言
う
。「
10
年
後
に
Ｊ
１

で
優
勝
争
い
を
す
る
。日
本
代
表
を
４
人

以
上
出
す
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す

か
ら
。だ
か
ら
、最
初
の
３
年
間
は
死
に
物

狂
い
で
動
い
て
い
ま
す
。今
は
僕
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
切
り
売
り
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
、い

ず
れ
賞
味
期
限
は
切
れ
る
。３
年
以
内
に

会
社
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
売
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

チ
ー
ム
の
強
化
、ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の

確
立
、地
域
創
生
、人
材
育
成
等
々
、10
年

間
で
成
す
べ
き
こ
と
は
多
い
。そ
の
中
で
、

ま
ず
目
指
す
の
は
Ｆ
Ｃ
今
治
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ（
日

本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）へ
の
昇
格
だ
。岡

田
氏
は
、「
幸
い
、四
国
リ
ー
グ
か
ら
Ｊ
Ｆ
Ｌ

に
昇
格
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
と
言
え

る
だ
け
の
結
果
を
出
し
て
い
る
し
、よ
う
や

く
土
台
が
で
き
て
き
た
」と
、チ
ー
ム
の
現

状
に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
の
大
き
な
目
標
が
、ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
確
立
と
今
治
の
活
性
化
に

向
け
た
複
合
型
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
だ
。

２
０
１
７
年
８
月
に
は
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
へ
の

条
件
と
な
る
５
千
人
収
容
の
ス
タ
ジ
ア

ム
が
完
成
す
る
予
定
だ
が
、７
年
後
に
は

１
万
５
千
人
の
収
容
能
力
を
持
ち
、周

囲
に
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
を
併
設
し
た
ス

マ
ー
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
を
整
備
す
る
計
画
だ
。

岡
田
氏
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
的
側
面
が

重
視
さ
れ
る
日
本
で
は
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス

は
成
立
し
に
く
い
た
め
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

自
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
と
ス
タ
ジ
ア
ム

を
持
つ
こ
と
が
大
事
」と
強
調
す
る
。

　

複
合
型
と
す
る
理
由
は
集
客
力
だ
。

「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
は
ス
タ
ジ
ア
ム
を
満

員
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。た

だ
、人
口
16
万
５
千
人
の
今
治
市
だ
け
で

は
１
万
５
千
人
を
集
め
る
の
は
無
理
な
の

で
、交
流
人
口
を
増
や
さ
な
い
と
ダ
メ
。そ

の
た
め
に
複
合
型
に
し
て
集
客
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
に
は
ダ
ン
ス
教
室
、ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、診
療
所

が
入
る
。ダ
ン
ス
が
中
学
校
の
体
育
の
必
修

と
な
っ
た
の
で
学
生
が
合
宿
で
利
用
で
き

る
し
、ま
た
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
も
デ
ー
タ

を
基
に
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
、健
康
診

断
が
受
け
ら
れ
る
。一
般
の
人
た
ち
も
普

段
は
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
で
健
康
を
管
理
し

な
が
ら
、年
に
１
度
、健
康
診
断
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
指
導
を
受
け
た
り
、サ
ッ
カ
ー
を
観

戦
し
て
も
ら
う
。そ
ん
な
複
合
型
ス
タ
ジ
ア

ム
を
核
と
し
た
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
街
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
の
で
す
」

　

課
題
の
１
つ
が
施
設
の
建
設
・
運
営
に
伴

う
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
。岡
田
氏
は
、資
金

は
約
80
億
円
と
見
込
ん
だ
う
え
で
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
に
対
し
て「
僕
ら
に
は
整
備
手
法
や
ス
タ

ジ
ア
ム
建
設
に
関
す
る
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
い
の
で
、ま
ず
調
査
の
段
階
で
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
、そ
し
て
計
画
の
実
行
段
階
で

は
資
金
面
で
の
協
力
も
お
願
い
し
た
い
」と

今
後
の
支
援
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

今
治
の
複
合
型
ス
タ
ジ
ア
ム
計
画
の
成

否
は
、今
治
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
地
域

創
生
の
今
後
の
展
開
、そ
し
て
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
産
業
の
成
長
に
と
っ
て
も
大
き
な

意
味
を
持
つ
。国
が
進
め
る
ス
タ
ジ
ア
ム
改

革
や
地
域
創
生
の
動
き
の
中
で
、岡
田
氏

の
熱
い
思
い
が
国
や
自
治
体
を
動
か
し
、

計
画
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
か
。今
後
の
動

き
に
注
目
し
た
い
。

　

世
界
に
通
用
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
プ
レ
ー
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
た
い–

そ
れ
が
、岡

田
氏
が
Ｆ
Ｃ
今
治
の
オ
ー
ナ
ー
就
任
を
引

き
受
け
た
理
由
で
あ
り
、当
初
か
ら
地
域

創
生
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

「
だ
が
、今
治
の
街
の
元
気
が
ど
ん
ど
ん
失

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、こ
れ
で
は
Ｆ
Ｃ

今
治
が
成
功
し
て
も
、チ
ー
ム
の
居
場
所
が

な
く
な
る
と
い
う
危
機
感
が
生
ま
れ
た
。

そ
れ
な
ら
皆
で
一
緒
に
大
き
く
な
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
地
域
創
生
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
」（
岡
田
氏
）と
言
う
。

　

も
と
も
と
、岡
田
氏
は
環
境
問
題
に
造

詣
が
深
く
、日
本
代
表
監
督
の
退
任
後
は

作
家
・
倉
本
聰
氏
が
主
宰
す
る
自
然
塾
に

参
加
す
る
な
ど
環
境
教
育
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
。Ｆ
Ｃ
今
治
の
運
営
会

社
で
あ
る
今
治
． 

夢
ス
ポ
ー
ツ
の
企
業
理

念
を「
次
世
代
の
た
め
、物
の
豊
か
さ
よ
り

心
の
豊
か
さ
を
大
切
に
す
る
社
会
創
り
に

貢
献
す
る
」と
決
め
た
の
も
、地
球
環
境
の

変
化
に
対
応
で
き
る
力
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
を
育
て
た
い
と
願
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
岡
田
氏
が
活
動
を
始
め
る

と
、そ
の
夢
に
共
感
し
た
人
や
企
業
が

次
々
と
協
力
を
申
し
出
た
。チ
ー
ム
ス
タ
ッ

フ
に
は
Ｊ
１
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
コ
ー
チ
や
日

本
を
代
表
す
る
選
手
た
ち
が
参
加
、事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
三
菱
商
事
な
ど
多
く
の

企
業
が
名
を
連
ね
た
の
だ
。そ
の
様
子
を

見
て
い
た
社
長
の
矢
野
将
文
氏
が
言
う
。

「
皆
、岡
田
さ
ん
の
過
去
の
発
言
や
実
績

を
興
味
深
く
見
て
い
て
、か
つ
今
回
、岡
田

さ
ん
が
新
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
多
く
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、そ
う
し
た
人
の
動
き
を
見
た
企
業

さ
ん
が
、一
緒
に
夢
を
実
現
し
た
い
と
支

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。本
当
に
い
い
循
環

の
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

そ
の
矢
野
氏
は
、ゴ
ー
ル
ド
マ
ン・サ
ッ
ク

ス
に
10
年
間
在
籍
後
に
退
社
。農
業
や
林

業
に
興
味
を
持
ち
、大
学
院
で
学
ん
だ
り

し
て
い
た
が
、た
ま
た
ま
岡
田
氏
と
会
う

機
会
を
得
て
夢
を
聴
く
う
ち
に
不
思
議

な
縁
を
感
じ
、自
身
の
故
郷
で
あ
る
愛
媛

で
の
地
域
創
生
に
貢
献
し
た
い
と
参
加
を

決
め
た
そ
う
だ
。

株式会社 今治. 夢スポーツ
取締役社長

矢野 将文氏

株式会社 今治. 夢スポーツ
代表取締役会長

岡田 武史氏

「
僕
は
常
に
即
断
即
決
で
動
く
の
で
、 

  

矢
野
が
抑
え
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

  

ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
く
ん
で
す
よ（
笑
）」

「
そ
ん
な
岡
田
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、

  

私
た
ち
の
活
動
に

  

関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
人
が

  

大
勢
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
事
例

2

今治市の新たな開発エリアである今治新都市第1地区の市営スポーツパークの隣接地に建設される5千人収容のスタジアム。

完成予定は2017年8月。

岡
田
氏
の
夢
に

人
や
企
業
が
集
う

７
年
後
に
１
．５
万
人
収
容
の

複
合
型
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
へ

資
金
面
等
の
課
題
解
決
に

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
支
援
を
期
待

株
式
会
社 

今
治
． 

夢
ス
ポ
ー
ツ
（
愛
媛
県
今
治
市
）

今
治
を
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
街
に

        

複
合
型
ス
タ
ジ
ア
ム
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
で
地
域
創
生
に
貢
献
す
る
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レ
バ
ン
ガ
北
海
道
を
立
ち
上
げ
た
後
、

フ
ァ
ン
か
ら
よ
く
言
わ
れ
た
の
は
、こ
の
チ
ー

ム
が
う
ま
く
行
っ
た
ら
折
茂
さ
ん
は
東
京

に
戻
る
ん
で
す
よ
ね
と
い
う
こ
と
。そ
れ
に

対
し
て
僕
は
、い
い
え
、こ
の
チ
ー
ム
が
あ
る

限
り
僕
は
北
海
道
に
い
ま
す
と
答
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
、折
茂
氏
は
北
海
道
民
と
し

て
、北
海
道
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
メ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ
化
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

創
生
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
決
意
し
た
の

だ
っ
た
。

　

今
、折
茂
氏
と
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ・
選
手

は
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
に
道
内
各
地
で

ク
リ
ニ
ッ
ク（
実
技
指
導
）、イ
ベ
ン
ト
、講

演
会
、学
校
訪
問
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
。そ
う
し
た
中
で
折
茂
氏
が
一
番
夢
中

に
な
れ
る
の
が
、子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
話

す
時
間
だ
と
言
う
。

　
「
理
由
は
、伝
え
た
い
事
が
一
杯
あ
る
か

ら
。僕
自
身
、バ
ス
ケ
ッ
ト
の
優
等
生
で
も

才
能
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。で
も
こ
こ

ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
。初
め
か
ら
で
き

る
人
間
は
い
な
い
。だ
か
ら
諦
め
る
必
要
は

な
い
。そ
う
い
う
意
識
づ
け
が
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
と
て
も
大
事
だ
と
思
う
し
、僕

の
話
を
聞
い
て
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
み
よ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
子
ど
も
が
い
た

ら
本
当
に
嬉
し
い
ん
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
才
能
で
は
な
い
ん
で
す
。大

事
な
の
は
ハ
ー
ト
の
強
さ
。ハ
ー
ト
が
強
く

な
け
れ
ば
絶
対
に
上
に
上
が
っ
て
い
け
な

い
。そ
こ
で
言
い
訳
を
せ
ず
、新
し
い
こ
と

を
す
れ
ば
必
ず
失
敗
す
る
の
だ
か
ら
、そ

こ
で
学
ん
で
ど
ん
ど
ん
上
を
目
指
し
て
行

こ
う
と
話
し
て
い
ま
す
」

　

地
域
創
生
の一
番
の
原
動
力
は
人
材
だ
。

折
茂
氏
は
、バ
ス
ケ
ッ
ト
の
天
才
で
も
優
等

生
で
も
な
い
自
分
の
話
を
聞
い
た
子
ど
も

た
ち
が
、強
い
ハ
ー
ト
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
で
、将
来
、ス
ポ
ー
ツ
以
外

の
分
野
で
も
地
域
を
元
気
に
す
る
人
材
へ

と
育
つ
こ
と
を
願
う
の
だ
。

　

折
茂
氏
は
新
生
Ｂ
リ
ー
グ
に
も
地
域
創

生
の
観
点
か
ら
期
待
が
大
き
い
と
言
う
。

「
Ｂ
リ
ー
グ
を
支
え
る
の
は
１
部
２
部
各

18
チ
ー
ム
の
計
36
チ
ー
ム
。全
国
に
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
の
プ
ロ
チ
ー
ム
が
あ
る
わ
け
で
す
。

63
万
人
と
言
わ
れ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
競
技
者

に
と
っ
て
目
標
が
で
き
る
し
、各
地
域
で

フ
ァ
ン
も
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
、地
域
の
方
々
に
元
気
、希
望
、夢
を
与

え
ら
れ
る
の
で
す
」

　

加
え
て
折
茂
氏
は
、「
経
済
や
産
業
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
頭
打
ち
に
な
っ
て

き
て
い
る
中
で
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
可
能
性
は

大
き
い
。ス
ポ
ー
ツ
は
天
井
が
限
り
な
く
上

に
あ
る
の
で
、ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
は
今
後
の

日
本
で
発
展
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
」と
、

ス
ポ
ー
ツ
が
日
本
の
社
会
や
経
済
に
与
え

る
力
に
も
言
及
す
る
。

　
「
ま
ず
は
ア
リ
ー
ナ
で
す
。日
本
で
は
相

撲
、野
球
、サ
ッ
カ
ー
の
３
つ
に〝
見
る
文
化
〟

が
あ
る
だ
け
で
、そ
れ
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
に

は
ま
っ
た
く
な
い
。こ
れ
は
、全
国
各
地
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
す
べ
て〝
や
る
人
〟の
た
め

に
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
、〝
見
る
人
〟の
た

め
の
施
設
は
ド
ー
ム
系
し
か
な
い
。で
も
高

齢
化
が
進
む
今
後
は〝
見
る
人
〟が
多
く

な
っ
て
く
る
の
で
、〝
見
る
文
化
〟が
根
付
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。な
の
で
、ま
ず
は
米

国
の
よ
う
な
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
で
観

客
を
楽
し
ま
せ
る
夢
の
ア
リ
ー
ナ
を
作
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

北
海
道
で
ス
ポ
ー
ツ
の
新
し
い
可
能
性

を
知
っ
た
折
茂
氏
は
、こ
れ
か
ら
も
レ
バ
ン

ガ
北
海
道
と
と
も
に
歩
み
な
が
ら
、日
本
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
と
北
海
道
の
発
展
の

た
め
に
ガ
ン
バ
リ
続
け
る
覚
悟
だ
。

　
「
ト
ヨ
タ
で
常
勝
軍
団
を
作
り
上
げ
、日

本
一
に
も
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、大
体
の

こ
と
は
や
り
き
っ
た
か
な
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。バ
ス
ケ
人
生
の
最
後
に
、と
に

か
く
プ
ロ
チ
ー
ム
と
い
う
も
の
を
経
験
し
て

み
た
か
っ
た
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、レ
バ
ン
ガ
北
海
道
の
代

表
で
あ
る
折
茂
武
彦
氏
だ
。折
茂
氏
は
社

会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ト
ヨ
タ
自
動
車

に
14
年
間
在
籍
。当
時
、弱
小
と
言
わ
れ

た
チ
ー
ム
を
リ
ー
グ
制
覇
３
回
、日
本
一
４

回
に
導
く
な
ど
活
躍
し
た
後
、２
０
０
７

年
に
北
海
道
に
新
設
さ
れ
た
レ
バ
ン
ガ
北

海
道
の
前
身
プ
ロ
チ
ー
ム
に
移
籍
。そ
の

後
、運
営
会
社
の
撤
退
な
ど
に
よ
り
チ
ー
ム

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、自
ら
代
表
と

な
っ
て
新
チ
ー
ム「
レ
バ
ン
ガ
北
海
道
」を
創

設
し
た
。46
歳
と
な
る
今
も
、国
内
の
プ
ロ

団
体
球
技
で
は
異
例
の
選
手
兼
代
表
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。

　
「
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、ダ
メ
な
ら
引

退
と
い
う
逃
げ
道
は
あ
っ
た
の
で
」と
い
う

気
持
ち
で
北
海
道
の
地
を
踏
ん
だ
折
茂
氏

だ
っ
た
が
、そ
れ
ま
で
の
企
業
チ
ー
ム
時
代

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
が
、そ
の
意
識

と
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
企
業
チ
ー
ム
時
代
は
自
分
の
た
め
に
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
た
。自
分
が
結
果
を
残

せ
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
集
中
で
き
る
環
境
が
与

え
ら
れ
る
。ス
ポ
ン
サ
ー
も
い
な
け
れ
ば
興

行
収
入
も
関
係
な
い
。地
域
貢
献
活
動
も

ま
っ
た
く
無
か
っ
た
。そ
れ
が
普
通
で
し
た
。

　

で
も
、北
海
道
に
来
て
初
の
開
幕
戦
で

月
寒
ド
ー
ム
に
３
千
人
も
の
観
客
が
入
っ
て

満
員
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
本
当
に
驚
き

ま
し
た
。企
業
チ
ー
ム
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ

ン
で
は
あ
り
得
な
い
世
界
で
し
た
か
ら
。し

か
も
、当
時
の
チ
ー
ム
は
勝
て
な
い
時
代
が

ず
っ
と
続
い
て
い
た
の
で
す
が
、負
け
続
け

て
も
観
客
数
が
減
ら
な
い
の
で
す
。

　

し
か
も
、僕
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
北
海
道

に
来
て
く
れ
て
有
難
う
、頑
張
っ
て
と
声
を

か
け
て
く
れ
る
。道
内
各
地
を
回
る
中
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
競
技
人
口
が
多
い
こ
と
も
知

り
、非
常
に
共
感
を
覚
え
ま
し
た
。そ
れ

で
、こ
れ
か
ら
は
自
分
の
た
め
で
は
な
く
北

海
道
の
人
た
ち
の
た
め
に
勝
た
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
意
識
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。

株式会社 北海道バスケットボールクラブ　
代表取締役

折茂 武彦氏

「このチームを北海道に残すこと。
子どもたちにとって夢のあるチームにしていくこと。
それが僕の地域創生への思いの原点です」

　今年９月22日、男子バスケットボールの新プロリーグ「Ｂリーグ」が開幕した。今夏、度重なる豪雨に見舞

われた北海道からトップカテゴリーであるＢ１に参加するレバンガ北海道のスローガンは、「北海道に明日の

“ガンバレ”を」だ。チーム名の「レバンガ」は「ガンバレ」の逆さ言葉。そこには、道民からガンバレと応援して

もらえるチームであり続けるという誓いが込められている。運営会社の（株）北海道バスケットボールクラブ

が目指すのは、スポーツによる社会貢献、子どもたちの健全な育成、北海道経済活性化への寄与などを通じ

て地域創生の力になることだ。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
事
例

3

北
海
道
が
１
人
の

ア
ス
リ
ー
ト
の
人
生
を
変
え
た

地
方
を
元
気
に
す
る

人
材
の
育
成
を
願
っ
て

Ｂ
リ
ー
グ
が
地
域
に

元
気
、希
望
、夢
を
与
え
る

株
式
会
社 

北
海
道
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
北
海
道
札
幌
市
）

日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
と
北
海
道
の
発
展
の
た
め
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スポーツの
成長産業化と

国の政策

　

で
は
、ど
う
や
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業

化
を
実
現
す
る
の
か
。そ
の
方
策
は
主
に
３

つ
あ
る
。

　

１
つ
は
ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー
ナ
改
革
だ
。

従
来
の
よ
う
に
、単
に
ス
タ
ジ
ア
ム
で
競
技
を

観
戦
し
て
帰
る
の
で
は
な
く
、サ
ー
ビ
ス
、小

売
、飲
食
等
を
含
め
て
半
日
位
楽
し
ん
で
か

ら
帰
る
。そ
う
い
う
消
費
刺
激
的
な
ス
タ
ジ

ア
ム
を
地
域
の
拠
点
に
し
て
い
き
た
い
。経

済
産
業
省
と
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、ス
タ
ジ
ア
ム・ア

リ
ー
ナ
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
開
発
、

推
進
す
る
た
め
に
今
年
７
月
、「
ス
タ
ジ
ア
ム・

ア
リ
ー
ナ
推
進
官
民
連
携
協
議
会
」を
設

置
し
た
。こ
の
秋
ま
で
に
資
金
調
達
方
法
も

盛
り
込
ん
だ
具
体
的
な
施
設
整
備
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
り
、ス
タ
ジ
ア
ム
を
核
と
し
た
ま

ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
作
り
に
関
す
る
支

援
体
制
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

２
つ
め
は
、ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
だ
。実
は
、こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
本
当

の
意
味
で
ス
ポ
ー
ツ
を
鑑
賞
で
き
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
、フ
ェ
ン
シ
ン
グ
や
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど

一
般
に
は
ル
ー
ル
が
浸
透
し
て
い
な
い
競
技

で
は
、ど
こ
で
点
が
入
っ
た
の
か
よ
く
分
か
ら

な
い
。ル
ー
ル
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ス
マ
ホ
画

面
に
表
示
さ
れ
る
、あ
る
い
は
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
て
競
技
中
の
選
手
の
心
拍
数
の
変
化
や
、

体
や
視
線
の
動
き
な
ど
が
表
示
さ
れ
る
と

い
っ
た
臨
場
感
を
体
験
で
き
れ
ば
、ス
ポ
ー
ツ

鑑
賞
の
在
り
方
は
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
科
学
的
な
視
点
も
導
入
し
た
ス

ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
現
す
る
こ

と
で
、ス
ポ
ー
ツ
が
一
段
と
面
白
く
な
れ
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
ク

オ
リ
テ
ィ
が
上
が
り
、メ
デ
ィ
ア
分
野
、ひ
い

て
は
ス
ポ
ー
ツ
産
業
そ
の
も
の
の
需
要
を
喚

起
す
る
だ
ろ
う
。

　

３
つ
目
は
、器
具
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
発

だ
。た
と
え
ば
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で〝
カ
ッ

コ
い
い
〟と
評
判
を
集
め
た
卓
球
台
、パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
使
う
高
性
能
な
競
技
用
車
椅
子

な
ど
は
、い
ず
れ
も
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が
作
っ

て
い
る
。ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、

日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
デ
ザ
イ
ン
面
に
加
え
て

機
能
性
の
追
求
が
す
ご
く
上
手
い
。そ
う
し

た
優
れ
た
器
具
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
作
る
会
社

が
注
目
さ
れ
る
と
、マ
ー
ケ
ッ
ト
が
形
成
さ

れ
、関
連
産
業
が
生
ま
れ
る
。ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
輸
出
拡
大
に
貢
献
す
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

　

最
後
に
も
う
１
つ
。私
自
身
は
ス
ポ
ー
ツ

特
有
の
メ
ン
タ
ル
面
の
修
養
効
果
に
注
目
し

て
い
る
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
大
会
な
ど

で
、選
手
た
ち
は
極
限
状
態
を
経
験
す
る
。

想
像
を
絶
す
る
緊
張
感
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

中
で
、い
か
に
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
、自
分

に
打
ち
克
つ
か
が
問
わ
れ
る
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、リ
オ
五
輪
で
は
女
子
バ
ド
ミ
ン

ト
ン・ダ
ブ
ル
ス
で
、マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え

て
か
ら
５
連
続
ポ
イ
ン
ト
の
猛
追
で
逆
転
勝

利
し
た
り
、女
子
レ
ス
リ
ン
グ
で
残
り
５
秒
で

勝
負
を
決
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。あ
の
シ
ー
ン

か
ら
私
た
ち
は
、挑
戦
心
、諦
め
な
い
気
持

ち
、突
破
力
な
ど
の
大
切
さ
を
学
び
と
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
こ
と
は〝
も
う
一
歩
ス
コ
ア
を
伸
ば
そ
う
〟

と
い
う
内
的
な
動
機
を
醸
成
し
た
り
、他
者

に
も
敬
意
を
払
う
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
育

て
る
。ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、こ
う
し
た
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
は
、日
本
の
今
後
の

人
材
育
成
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
だ
と
思

う
。な
ぜ
な
ら
、そ
れ
ら
は
教
科
書
か
ら
は

決
し
て
学
べ
ず
、か
つ
日
本
が
教
科
書
の
な
い

時
代
に
突
入
し
た
か
ら
だ
。

　

選
手
た
ち
が
見
せ
て
く
れ
た
リ
オ
の
感

動
体
験
を
一
過
性
の
も
の
と
し
て
終
わ
ら

せ
ず
、た
と
え
ば
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

活
用
す
れ
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
や
政
治
の
世
界
で

活
躍
す
る
人
に
と
っ
て
も
有
益
だ
ろ
う
し
、

２
０
２
０
年
東
京
大
会
、ま
た
そ
の
先
へ
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
多
く
の
人
が
共
有

で
き
れ
ば
、国
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

今
後
、最
優
先
で
取
り
組
む
ス
タ
ジ
ア
ム・

ア
リ
ー
ナ
改
革
に
お
い
て
は
、今
秋
ま
で
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
る
が
、そ
の
次
の
課
題
は

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
に
落
と
し
込
む
こ
と

だ
。具
体
的
な
成
功
モ
デ
ル
を
実
現
し
、全
国

へ
の
波
及
を
促
し
た
い
。そ
う
し
た
中
で
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
に
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
担
い
手
と
し
て
ス

タ
ジ
ア
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
先
行
的
に
取
り
組
ん

で
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
に
ス
ポ
ー
ツ
市
場
規
模
を

15
兆
円
に
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
は
、た

し
か
に
高
い
。だ
が
、観
光
振
興
で
も
訪
日

外
国
人
数
の
目
標
で
あ
る「
２
０
２
０
年

２
０
０
０
万
人
」を
２
０
１
５
年
度
に
前
倒

し
で
一
気
に
達
成
し
た
で
は
な
い
か
。環
境

さ
え
整
え
れ
ば
大
き
な
流
れ
は
き
っ
と
来
る

と
確
信
し
て
い
る
。

　　

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
今
、大
き
な
転

換
点
を
迎
え
て
い
る
。ギ
ア
の
入
れ
方
が
変

わ
っ
た
の
だ
。従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
で
は
体

育
と
い
う
教
育
的
観
点
が
強
か
っ
た
。も
ち

ろ
ん
、そ
れ
も
大
事
だ
が
、今
回
ギ
ア
を
入

れ
た
の
は
ス
ポ
ー
ツ
を
産
業
と
し
て
振
興
す

る
と
い
う
点
で
あ
り
、従
来
と
は
明
ら
か
に

違
う
。

　

新
し
い
政
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
る
。第

１
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー（
公
的
資

金
中
心
の
負
担
の
対
象
）か
ら
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー（
官
民
協
働
に
よ
る
収
益
を
生
み

出
す
対
象
）へ
と
転
換
す
る
こ
と
。ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
を
支
え
る
１
つ
の
成
長
産
業
と
し
て
明

確
に
光
を
当
て
た
点
が
特
徴
だ
。

　

第
２
は
、数
値
目
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）を
設
定
し

た
こ
と
だ
。ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
２
０
２
０
年

ま
で
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
が
、そ
の
中
で
は
ス
ポ
ー
ツ
市

場
規
模
を
２
０
１
５
年
の
５
．５
兆
円
か
ら

２
０
２
０
年
ま
で
に
10
兆
円
に
、２
０
２
５
年

ま
で
に
15
兆
円
に
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
政
策
転
換
の
背
景
に
あ
る
の

は
、国
際
的
に
見
て
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業

の
規
模
が
非
常
に
小
さ
く
、ス
ポ
ー
ツ
を
ビ

ジ
ネ
ス
に
育
て
る
た
め
の
パ
ス
が
き
ち
ん
と

用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。そ
こ
で
、国
は

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高

ま
っ
て
い
く
状
況
を
、ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業

化
の
た
め
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、わ
が
国

の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
振
興
の
戦
略
的
な
取
り
組

み
を
示
す「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」を
作

成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
の
背
景
は
、高
齢
化
が
進
み
、医

療
費
の
高
騰
が
国
の
社
会
保
障
費
の
負
担

増
大
を
招
く
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
国

民
の
健
康
増
進
が
社
会
保
障
費
の
負
担
抑
制

に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

２
０
２
５
年
ま
で
に

市
場
規
模
15
兆
円
へ

成
長
産
業
化
へ
向
け
た

３
つ
の
方
策

大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て

大
き
な
流
れ
を

ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
体
験
を

人
材
育
成
に
活
か
せ

I N T E R V I E W

１９８８年３月東京大学法学部卒業、同年４月通商産
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２
０
１
６
年
４
月
14
日
夜
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
で
は
最
大
震
度
７
を
２

度
観
測
し
、熊
本
県
内
を
中
心
に
大

き
な
被
害
が
出
た
。肥
後
銀
行
で
は
初

回
の
地
震
発
生
当
日
の
14
日
に
本
店

内
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、お
客
さ
ま

の
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
る
過

程
で
、機
動
的
な
復
旧
・
復
興
支
援
の

ス
キ
ー
ム
が
必
要
に
な
る
と
判
断
し
て

フ
ァ
ン
ド
の
設
立
を
検
討
し
て
い
っ
た
。

同
行
頭
取
の
甲
斐　

博
氏
は
、当
時
を

振
り
返
っ
て
語
る
。

　
「
事
業
先
で
約
１
６
，５
０
０
、住
宅

ロ
ー
ン
借
入
先
で
約
４
４
，０
０
０
の
計

６
万
先
を
被
害
調
査
の
対
象
と
し
て
、

１
ヵ
月
を
か
け
て
現
地
・
現
場
・
現
物
を

確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
上
で
被

害
額
の
大
き
さ
や
必
要
な
資
金
の
性
質

を
検
討
し
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
ど
う
い

う
種
類
・
規
模
の
フ
ァ
ン
ド
を
作
れ
ば
い

い
の
か
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
」

　

一
方
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
も
、熊
本
地
震
の
規

模
の
大
き
さ
か
ら
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
支

援
が
有
効
と
判
断
し
、肥
後
銀
行
に

対
し
て
、東
日
本
大
震
災
の
際
に
被
災

地
域
４
県（
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城
）

の
金
融
機
関
と
共
同
で
組
成
し
た
復

興
フ
ァ
ン
ド
の
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、

共
同
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
を
働
き
か
け
て

い
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
肥
後
銀
行
で
も
、も

と
も
と
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
親
密
な
関
係
を
持
つ

金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、連
携

先
と
し
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判

断
し
て
具
体
的
な
準
備
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。甲
斐
氏
は
、「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

組
ん
だ
理
由
は
、ま
ず
東
日
本
大
震
災

で
の
復
旧
・
復
興
支
援
の
経
験
、知
見

を
持
っ
て
お
り
、当
行
に
と
っ
て
有
難
い

パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
た
こ
と
。そ
し
て

Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
公
益
性
を
重
視
し
て
お
り
、

そ
の
ス
タ
ン
ス
が
ニュ
ー
ト
ラ
ル
、す
な
わ

ち
利
益
最
優
先
で
は
な
い
こ
と
。こ
の
２

点
か
ら
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
協
働
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
と
判
断
し
ま
し
た
」と
語
る
。

　

こ
う
し
て
両
行
は
実
務
的
な
調
整

を
重
ね
た
末
、７
月
25
日
に
当
フ
ァ
ン
ド

を
設
立
す
る
に
至
っ
た
。そ
の
具
体
的

な
内
容
は
、以
下
の
通
り
だ
。

　

投
融
資
対
象
は
、肥
後
銀
行
取
引

先
を
中
心
と
し
た
平
成
28
年
熊
本
地

震
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
資
す
る
事
業
を
行
う
事
業

者
で
、そ
の
中
で
は
被
災
に
伴
い
一
時

的
に
資
金
繰
り
や
財
務
状
態
が
悪
化

し
て
い
る
事
業
者
を
主
な
対
象
と
し
て

想
定
し
て
い
る
。ま
た
、事
業
者
に
は
新

設
企
業
や
域
外
か
ら
の
進
出
企
業
も

含
ん
で
い
る
。こ
れ
は
投
融
資
対
象
を

被
災
企
業
に
限
定
し
な
い
こ
と
で
、幅

広
い
投
融
資
を
可
能
に
し
、復
旧
・
復
興

の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
た
め
だ
。

　

実
は
、新
設
企
業
や
域
外
か
ら
の
進

出
企
業
も
投
融
資
対
象
と
し
た
の
に

は
、東
日
本
大
震
災
後
の
２
０
１
１
年

８
〜
９
月
に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
被
災
地
域
の
金

融
機
関
と
共
同
で
設
立
し
た
復
興
フ
ァ

ン
ド
の
教
訓
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。こ

の
時
の
支
援
対
象
は
被
災
企
業
に
限

定
さ
れ
て
い
た
た
め
、た
と
え
ば
東
京

に
本
社
を
お
く
企
業
が
福
島
県
内
に

工
場
を
新
設
し
た
い
と
考
え
た
と
き

に
、フ
ァ
ン
ド
の
投
融
資
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
。そ
の
た
め
、２
０
１
４
年
12
月

に
新
た
に
組
成
し
た
東
日
本
大
震
災

復
興
・
成
長
支
援
フ
ァ
ン
ド
で
は
、投
融

熊本地震からの復旧・復興を
ファンドで支援
─ DBJが肥後銀行、鹿児島銀行と協働し、
　 くまもと復興応援ファンドを組成

　日本政策投資銀行（DBJ）は2016年7月25日、平成28年熊本地震で被害を受けた企業の復旧・復興

を支援するため、九州フィナンシャルグループ傘下の（株）肥後銀行（本店・熊本県熊本市）および（株）

鹿児島銀行（本店・鹿児島県鹿児島市）と協働して「熊本復興応援投資事業有限責任組合」（以下、「当

ファンド」）を組成した。ファンド総額は100億円で、期限一括返済型ローンや劣後ローン等を活用した復

旧・復興資金を供給する。地域事情に精通し、被災地域に広範なネットワークと顧客基盤を有する肥後銀

行および鹿児島銀行と、投融資一体型の金融サービスを提供するDBJが連携することで、熊本地震から

の復旧・復興へ向けた有効かつ効率的な支援策が実行されることになる。

熊本城（二の丸駐車場より）

熊本地震からの復旧・復興をファンドで支援
─ DBJが肥後銀行、鹿児島銀行と協働し、くまもと復興応援ファンドを組成

機
動
的
な
復
旧
・

復
興
を
進
め
る
た
め
に

借
入
企
業
に
負
担
の
少
な
い

期
限
一
括
返
済
型
を
軸
に

LP出資LP出資 LP出資
GP出資

DBJ鹿児島銀行肥後銀行 九州フィナンシャルグループ

く ま も と 復 興 応 援 フ ァ ン ド

企  業 企  業企  業

肥銀キャピタル
GP出資

HSK＆Dパートナーズ ※

■ スキーム図

※ HSK&Dパートナーズは、税理士法人平成会計社のグループ企業であり、DBJから一部出資を行っている

17 16

Scenes of Solution Scenes of Solution 



資
対
象
の
範
囲
を
広
げ
、新
設
企
業
や

域
外
か
ら
の
進
出
企
業
も
加
え
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
。

　

投
融
資
手
法
と
し
て
は
シ
ニ
ア
ロ
ー

ン（
期
限
一
括
返
済
型
、無
担
保
・
無

保
証
）を
軸
に
、劣
後
ロ
ー
ン
お
よ
び
優

先
株
等
を
想
定
し
て
い
る
。こ
の
う
ち

期
限
一
括
返
済
型
は
返
済
期
限
時
に

一
括
し
て
元
本
を
返
済
で
き
る
ロ
ー
ン

で
、借
入
企
業
に
と
っ
て
月
次
の
元
本

返
済
負
担
が
軽
減
さ
れ
、資
金
繰
り
が

楽
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
策
の
中
で
は
、こ
の
期
限
一
括
返

済
型
が
支
持
さ
れ
、多
く
の
実
績
を
残

し
た
こ
と
か
ら
、そ
の
成
果
を
当
フ
ァ
ン

ド
で
も
活
用
す
べ
く
採
用
し
て
い
る
。

　

業
務
の
役
割
分
担
で
は
、投
融
資
案

件
に
係
る
ソ
ー
シ
ン
グ
は
主
と
し
て
肥

後
銀
行
が
、案
件
審
査
業
務
、取
引
先

と
の
契
約
・
交
渉
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
は

Ｄ
Ｂ
Ｊ
お
よ
び
肥
銀
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
。お
互
い
の
強
み

を
活
か
し
な
が
ら
リ
ス
ク
シ
ェ
ア
す
る

こ
と
で
、よ
り
大
き
な
案
件
に
も
対
応

で
き
る
体
制
と
し
て
い
る
点
が
特
徴

的
だ
。

　

肥
後
銀
行
は
熊
本
地
震
発
生
後
、当

フ
ァ
ン
ド
を
含
め
て
４
つ
の
フ
ァ
ン
ド
に

出
資
を
行
っ
て
い
る
。甲
斐
氏
は
、「
そ

の
中
で
一
番
規
模
の
大
き
い
の
が
Ｄ
Ｂ

Ｊ
と
の
共
同
フ
ァ
ン
ド
で
あ
り
、期
待
も

大
き
い
」と
し
な
が
ら
、そ
の
狙
い
に
つ
い

て
、各
フ
ァ
ン
ド
の
特
性
を
活
か
し
な
が

ら
、震
災
地
域
の
早
期
復
旧
・
復
興
お

よ
び
再
生
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め

と
語
る
。「
フ
ァ
ン
ド
を
複
数
設
立
し
た

の
は
、お
客
さ
ま
の
事
業
規
模
に
よ
っ
て

痛
み
の
程
度
や
ニ
ー
ズ
が
異
な
る
た
め

で
す
。た
と
え
ば
、当
行
が
お
客
さ
ま

に
新
た
な
販
路
や
技
術
を
紹
介
す
る

と
い
っ
た
と
き
に
は
、よ
り
大
き
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
考
え
な
い
と
復
興
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。そ
う
い
う
多
様
な
状
況
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、連
携
す
る
相
手
や

金
額
の
規
模
、提
供
す
る
資
金
の
性
格

を
分
け
て
考
え
た
わ
け
で
す
」

　

肥
後
銀
行
で
は
、現
在
も
お
客
さ
ま

企
業
の
被
災
状
況
・
資
金
需
要
を
精
査

し
て
い
る
が
、約
２
０
０
〜
３
０
０
社
が

と
り
わ
け
重
大
な
被
害
を
受
け
て
お

り
、こ
の
中
か
ら
す
で
に
約
30
社
に
対

し
て
先
行
的
に
投
融
資
の
説
明
と
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
中
で
今
後
、４
つ
の
フ
ァ
ン

ド
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

甲
斐
氏
は
、資
金
需
要
が
本
格
化
す
る

の
は
熊
本
県
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金（
注
１
）

の
申
請
・認
定
が
終
わ
り
、実
際
に
支
給

が
始
ま
る
９
月
下
旬
か
ら
10
月
初
め
く

ら
い
に
な
る
と
の
見
通
し
を
示
す
。「
グ

ル
ー
プ
補
助
金
の
７
月
22
日
の
１
次

締
切
で
の
申
請
状
況
は
１
，７
４
２
社
・

１
１
３
グ
ル
ー
プ
、６
１
８
億
円
、８
月

26
日
の
２
次
締
切
で
は
２
，２
５
８
社
・

１
３
１
グ
ル
ー
プ・３
７
４
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。ほ
ぼ
す
べ
て
認
定
さ
れ
る
と

す
れ
ば
資
金
需
要
は
約
１
，０
０
０
億

円
。企
業
規
模
に
よ
る
補
助
対
象
者
・

補
助
率（
注
２
）の
違
い
が
あ
る
の
で
、そ

う
し
た
補
助
金
以
外
の
資
金
が
、我
々

の
フ
ァ
ン
ド
や
融
資
で
お
手
伝
い
す
る

部
分
だ
と
思
い
ま
す
」

　

熊
本
県
下
で
最
大
の
貸
出
金
シ
ェ
ア

を
有
し
、九
州
地
域
に
お
い
て
高
い
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
有
す
る
肥
後
銀
行
と
、地
域

創
生
を
全
行
を
挙
げ
て
支
援
す
る
た

め
、地
域
金
融
機
関
と
の
協
働
フ
ァ
ン

ド
組
成
や
特
定
投
資
業
務
、成
長
協
創

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
を
通
じ
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

の
供
給
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
Ｄ
Ｂ

Ｊ
。共
に
地
域
経
済
を
支
え
、地
域
創

生
に
取
り
組
む
金
融
機
関
同
士
の
連

携
か
ら
生
ま
れ
た
当
フ
ァ
ン
ド
は
、熊

本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、そ
し
て
熊

本
の
未
来
づ
く
り
へ
の
大
き
な
力
と
な

る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
注
１
）熊
本
県
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
：
正
式
名
称
は「
熊
本

県
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事
業
」。

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
中
小
企
業
等
の
グ
ル
ー

プ
が
、県
の
認
定
を
受
け
た
復
興
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実

施
す
る
施
設
復
旧
等
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に

よ
り
、地
域
の
経
済
・
雇
用
の
早
期
回
復
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
注
２
）補
助
対
象
者
・
補
助
率
は
、中
小
企
業
者
が
４
分
の

３
以
内
、中
堅
企
業
・
大
企
業
が
２
分
の
１
以
内
。

熊本地震からの復旧・復興をファンドで支援
─ DBJが肥後銀行、鹿児島銀行と協働し、くまもと復興応援ファンドを組成

熊
本
の
未
来
づ
く
り
へ
の

大
き
な
力
と
し
て

株式会社 肥後銀行
頭取

甲斐 　博氏

高まる 事 業 意 欲を活 かし
や る 気 の ある 集 団 作りを
～創造的復興に向けて～

　
貴
行
で
は
５
月
13
日
に
、「
活
力
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
〝
ふ
る
さ
と
熊
本
〟の
創
生
の

た
め
に
」と
題
す
る
復
興
支
援
方
針
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。同
方
針
の
策
定
に
際
し

て
留
意
さ
れ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

復
興
支
援
方
針
で
は
当
行
が
熊
本
の

「
復
旧
」「
復
興
」「
未
来
づ
く
り
」に
向
け

て
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

留
意
し
た
の
は
、ま
ず
現
場
か
ら
の
情
報
を

確
実
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。そ
し
て
復
旧・

復
興
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、支
援
を
単

発
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
持
続
可
能

な
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

当
行
が
持
つ
べ
き
視
点
と
は
、持
続
可

能
な
合
理
性
を
ど
の
よ
う
な
形
で
地
元
に

定
着
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
方
針
の
３
つ
め
の「
熊
本
の
未

来
づ
く
り
に
向
け
た
貢
献
」で
は
、「
わ
た

し
た
ち
は
、復
興
、そ
し
て
地
方
創
生
の
実

現
に
向
け
、金
融
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
、後
世

に
誇
れ
る「
活
気
と
魅
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

〝
ふ
る
さ
と
熊
本
〟づ
く
り
」に
永
続
的
に

貢
献
し
ま
す
」と
い
う
形
で
、あ
え
て
未
来

づ
く
り
と
い
う
文
言
を
入
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
役
割
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

基
本
は
お
客
さ
ま
の
事
業
の
将
来
を

考
え
て
、た
と
え
ば
今
後
調
達
す
る
資
金

の
投
資
先
が
既
存
事
業
な
の
か
新
分
野

な
の
か
。ま
た
新
分
野
に
投
資
す
る
場

合
、自
社
単
独
で
行
う
の
か
他
の
企
業
と

一
緒
に
行
う
の
か
。そ
う
し
た
状
況
を
客

観
的
に
分
析
・
検
討
し
た
う
え
で
意
見
を

言
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

特
に
重
視
し
て
い
る
の
が
地
元
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
分
野
で
す
。地
震
で
傷

ん
だ
水
田
が
相
当
数
あ
り
、復
元
に
は
３

年
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
間
、

代
替
作
物
と
し
て
大
豆
栽
培
が
よ
い
と
も

言
う
の
で
す
が
、そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
被
災
農
家
の
土
地
を
全
体
的

に
集
約
し
て
借
り
上
げ
、大
豆
栽
培
を
大

規
模
農
業
法
人
で
行
っ
て
は
ど
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。３
年
後
に
再
び
稲
作
を
希

望
す
る
農
家
が
あ
れ
ば
転
換
も
可
能
で

す
。た
だ
農
業
者
に
は
比
較
的
高
齢
者
が

多
い
の
で
、稲
作
も
新
た
な
農
業
法
人
で

取
り
組
む
よ
う
に
す
る
。そ
う
す
れ
ば
規

模
の
集
約
化
、後
継
者
対
策
な
ど
の
課
題

も
、復
興
の
プ
ロ
セ
ス
で
解
決
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
経
済
成
長
と
い
う
観
点
か
ら
見

る
と
、農
業
算
出
額
の
落
ち
込
み
が
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、農

業
の
産
業
化
、輸
出
促
進
の
必
要
性
が
あ

り
ま
す
。バ
イ
オ
技
術
や
土
壌
分
析
、天

候
リ
ス
ク
分
析
な
ど
の
科
学
的
な
知
見
を

農
業
に
持
ち
込
む
こ
と
で
地
域
の
最
適
作

物
を
選
択
し
、原
価
・
生
産
管
理
方
式
に

基
づ
く
大
規
模
集
約
化
を
実
現
し
て
い

く
。こ
う
し
た
自
然
共
生
型
産
業
の
発
展

と
い
う
観
点
で
も
、県
と
協
力
し
輸
出
を

促
進
す
る
ス
キ
ー
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
復
興
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

昨
年
の
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
過

程
で
、私
は
お
客
さ
ま
に
向
け
て「
事
業

意
欲
を
持
ち
、旧
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
」と
繰
り
返
し
発
信
し
続

け
ま
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、今
回
の
地

震
で
は
県
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
制
度
が
作

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、経
営
者
の
事
業
意

欲
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
、こ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
創
造
的
復
興
に
活
か
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。や
る
気
が
な
け
れ
ば
絶
対

に
復
興
は
進
み
ま
せ
ん
。や
る
気
の
あ
る

集
団
を
熊
本
県
全
体
で
作
っ
て
い
く
。そ

ん
な
役
割
を
当
行
が
担
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

肥後銀行本店
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—

御
社
の
製
品
に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

メ
イ
ン
の
製
品
は
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
、超
々
ジ
ュ
ラ
ル

ミ
ン
な
ど
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
、つ
ま
り
ア
ル
ミ

の
中
で
も
一
番
硬
い
合
金
で
す
。棒
・
線
材
の
場

合
、一
般
的
な
製
造
方
法
で
は
、ま
ず
押
し
出

し
と
い
う
方
法
で
棒
を
作
り
、そ
れ
を
溶
接
し

て
つ
な
い
で
か
ら
伸
ば
し
、細
く
し
た
あ
と
コ
イ

ル
に
す
る
の
で
す
が
、こ
の
方
法
で
は
工
程
が
い

く
つ
か
に
分
断
さ
れ
、各
工
程
の
中
で
加
熱
・
冷

却
を
繰
り
返
す
た
め
ロ
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

当
社
で
は
現
会
長
が
溶
接
部
分
の
な
い
ワ
イ

ヤ
ー
を
無
限
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
独
創
的
な

一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。世
界

で
も
こ
の
方
法
で
硬
い
ア
ル
ミ
合
金
が
作
れ
る

の
は
当
社
だ
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。航
空
機

部
品
な
ど
の
場
合
、つ
な
ぎ
目
の
部
分
は
使
え

な
い
、つ
ま
り
不
良
が
出
る
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ

る
わ
け
で
す
が
、当
社
の
製
品
に
は
つ
な
ぎ
目

が
な
い
の
で
、す
べ
て
が
製
品
に
な
り
ま
す
。自

動
車
や
航
空
機
の
重
要
部
品
用
で
は
、当
社
の

製
品
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
と
い
う
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、連
続
鋳
造
圧
延
法
も
独
自
に
開
発
し

た
技
術
で
す
。こ
れ
は
、金
属
組
織
の
結
晶
粒

の
超
微
細
化
を
可
能
に
す
る
技
術
で
、金
属
組

織
の
内
部
に
偏
析（
金
属
や
合
金
中
の
不
純
物

あ
る
い
は
成
分
元
素
の
分
布
が
不
均
一
に
な
る

現
象
）が
な
い
た
め
、ど
の
製
造
方
法
よ
り
も
均

一
な
ア
ル
ミ
合
金
と
な
り
ま
す
。経
年
腐
食
に

よ
る
割
れ
や
歪
み
も
な
く
、切
削
や
鍛
造
な
ど

の
加
工
に
も
適
し
て
い
る
点
も
特
徴
で
す
。

—

御
社
の
高
い
研
究
開
発
力
は
、ど
の
よ
う

に
し
て
培
わ
れ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

基
本
は
お
客
さ
ま
の
要
望
に
お
応
え
す
る
こ

と
で
す
。当
社
製
品
の
ほ
と
ん
ど
は
特
注
品
な

の
で
、お
客
さ
ま
か
ら
こ
ん
な
硬
い
合
金
が
欲

し
い
と
言
わ
れ
る
と
、そ
れ
に
合
わ
せ
る
製
品

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。規
格
以
上
に

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
入
れ
て
く
れ
と
か
シ
リ
コ
ン
を

入
れ
て
く
れ
と
か
…
。そ
う
し
た
規
格
外
の
製

品
は
一
般
的
に
は
作
れ
な
い
の
で
、正
直
苦
労

す
る
の
で
す
が
、お
客
さ
ま
も
他
の
メ
ー
カ
ー
で

は
で
き
な
い
の
で
、私
ど
も
に
声
を
か
け
て
下

さ
る
わ
け
で
す
。で
も
、そ
う
し
た
こ
と
の
積
み

重
ね
の
結
果
、新
し
い
技
術
が
生
ま
れ
、今
の
当

社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
と
、こ
れ
も
他
の
素
材
メ
ー
カ
ー
に
は

な
い
当
社
の
特
徴
な
の
で
す
が
、お
客
さ
ま
と

は
商
社
を
通
さ
ず
直
取
引
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、も
と
も
と
ア
ル
ミ
製
品
を
作
り
始
め
た
時

に
、問
屋
さ
ん
を
回
っ
て
取
引
を
お
願
い
し
て

も
、既
に
決
ま
っ
た
会
社
が
あ
る
、ブ
ラ
ン
ド
が

な
い
と
い
っ
た
理
由
で
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め

で
、だ
っ
た
ら
直
で
や
ろ
う
と
決
め
て
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。で
も
、直
取
引
の
お
か
げ
で
お
客

さ
ま
の
声
が
当
社
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
届
く
の
で

す
。私
た
ち
も
勉
強
に
な
る
し
、お
客
さ
ま
に

も
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
。今
は
つ
く
づ
く
直

取
引
で
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

—

竹
内
様
は
将
来
、会
社
を
継
ぐ
こ
と
を
前

提
に
、大
学
卒
業
後
３
年
間
、海
外
に
派
遣
さ

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

ま
ず
２
年
間
、修
行
の
意
味
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
コ
マ
ル
コ
と
い
う
当
時
世
界
３
位
の
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
素
材
会
社
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。そ

こ
で
は
１
人
の
従
業
員
と
し
て
働
き
、給
料
も

い
た
だ
き
な
が
ら
ユ
ニ
オ
ン
に
も
加
入
し
て
、工

場
で
溶
解
か
ら
鋳
造
、圧
延
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ

と
い
っ
た
形
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

職
場
に
日
本
人
は
私
だ
け
で
英
語
に
は
苦

労
し
ま
し
た
ね
。自
分
が
思
っ
た
こ
と
が
言
え

な
い
ジ
レ
ン
マ
が
一
番
辛
く
、早
く
日
本
に
帰
り

た
か
っ
た（
笑
）。で
も
、さ
す
が
に
日
本
語
を
喋

ら
ず
に
半
年
位
た
つ
と
、英
語
で
夢
を
見
る
な

高
い
研
究
開
発
力
で

独
自
の
地
位
を
築
く

1921年創業のアルミニウムの中堅素材メーカーである株式会社アルミネ

は、独自の製造方法による地金からの一貫生産で、高品質なアルミ棒

材、アルミ線材、アルミ板材等を製造する。また、素材メーカーでは唯一

の直販体制で多様なニーズに応えるなど、その製品に対する国内外

ユーザーからの評価は高い。アルミニウムは鉄や銅に比べてはるかに軽

く、強い・錆びない・加工しやすい・電導率が高いという特性を持ち、さら

にリサイクルもしやすい。そのため、高圧電線をはじめ、自動車や航空機

の重要なパーツとして使われているだけでなく、今後、さまざまな分野で

の活用が期待されている。社長の竹内猛氏は、2015年3月に先代（現

会長）の後を継ぎ、経営の舵取りを任された。2021年の創業100年に

向けて、アルミネブランドのさらなる向上を目指している。

関西大学工学部金属工学科卒。1988年アルミネ入社。1991年取締役、
1994年常務取締役、2000年6月代表取締役常務、2014年10月代表取締
役副社長を経て、2015年3月代表取締役社長に就任。現在、日本アルミニウ
ム協会副会長も務める。

株式会社アルミネ

代表取締役社長

竹内 猛氏

人
一
倍
厳
し
い
父
か
ら

「
企
業
は
人
」
を
学
ぶ

「
人
を
大
事
に
す
る
経
営
」を
守
り
、

お
客
さ
ま
へ
の
製
品
供
給
責
任
を
果
た
す
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ど
日
本
語
を
考
え
ず
に
済
む
よ
う
に
な
っ
て
、

そ
の
後
は
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
し
た
。初
の

も
の
づ
く
り
の
現
場
で
、い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た

ち
と
一
緒
に
多
く
の
こ
と
を
学
べ
た
こ
の
２
年

間
の
経
験
は
今
も
役
立
っ
て
い
て
、本
当
に
良

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
Ｌ
Ｍ
Ｅ（
ロ
ン
ド
ン

金
属
取
引
所
）と
い
う
非
鉄
金
属
専
門
の
世
界

的
な
取
引
所
で
１
年
間
、デ
ィ
ー
ラ
ー
の
仕
事

を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
の
頃
は
も

う
英
語
も
あ
る
程
度
理
解
で
き
て
い
て
気
持
ち

に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
楽
し
い
１
年
間
で
し
た
。

—

そ
の
後
は
ア
ル
ミ
ネ
で
一
か
ら
経
験
を
積

ま
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。私
も
専
門
は
技
術
な
の
で
工
場

勤
務
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、父
か
ら
は
自
分
の

給
料
ぐ
ら
い
は
自
分
で
稼
い
で
こ
い
と
言
わ
れ
、

そ
の
後
は
営
業
に
出
ま
し
た
。と
に
か
く
父
は

厳
し
い
人
で
、い
ず
れ
後
を
継
ぐ
の
だ
か
ら
と

私
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
人
一
倍
厳
し
く
鍛
え

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。実
は
、父
は
私
の
優
し

い
性
格
を
見
抜
い
て
い
て
、「
猛
に
経
営
者
は
難

し
い
か
も
」と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。あ
る
時
、

大
学
を
サ
ボ
っ
た
こ
と
が
父
に
知
ら
れ
て
激
怒

さ
れ
、家
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。春
先
の
寒
い
夜
で
し
た
が
、幸
い
母
が
上
着

と
千
円
札
を
窓
か
ら
投
げ
て
く
れ
て
、そ
の
日

は
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
の
喫
茶
店
で
一
夜
を
明
か
し

ま
し
た
。そ
の
後
、父
に
頭
を
丸
め
て
謝
り
ま

し
た
。会
長
で
あ
る
今
も
変
わ
ら
ず
厳
し
い
父

で
す
が
、そ
の
す
べ
て
が
財
産
に
な
っ
て
い
る
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

—

先
代
か
ら
経
営
者
と
し
て
学
ば
れ
た
一
番

の
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

一
番
と
い
う
意
味
で
は「
企
業
は
人
」と
言

う
こ
と
で
す
。も
の
づ
く
り
は
し
て
い
ま
す
が
、

会
社
は
従
業
員
の
良
し
悪
し
で
決
ま
る
の
で
、

い
か
に
人
材
を
育
て
る
か
が
重
要
と
常
々
言
っ

て
い
ま
し
た
。従
業
員
に
も
厳
し
い
人
で
す
が
、

そ
れ
は
人
を
育
て
る
た
め
。で
も
、社
員
を
大

切
に
す
る
と
い
う
姿
勢
は
徹
底
し
て
い
て
、た

と
え
ば
社
員
が
頑
張
っ
て
業
績
が
上
が
っ
た
の

で
利
益
を
還
元
し
よ
う
と
、一
昨
年
と
昨
年
、

各
２
回
ず
つ
賃
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
効

果
も
上
が
っ
て
い
て
、よ
り
高
い
生
産
効
率
の
実

現
や
売
上
げ
増
加
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た「
人
を
大
事
に
す
る
経
営
」を
私
も

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

—

今
後
の
成
長
に
向
け
て
力
を
入
れ
て
い
く

部
分
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
は
会
長
が
技
術
派
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、技
術
第
一
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。私
も
基
本
は
技
術
派
で
す
が
、長
い
間
営

業
も
し
て
い
た
の
で
、会
社
の
方
向
と
し
て
は
営

業
型
に
変
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
場
環
境
を
見
る
と
、圧
延
の
板
材
は
厳
し

く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、線
材
・
棒
材
に
関
し
て

は
、も
と
も
と
小
さ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
で
伸
び

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
縮
む
こ
と
は
な
い
と
見
て
い

ま
す
。２
０
１
３
年
の
ベ
ト
ナ
ム
進
出
が
き
っ
か

け
で
欧
州
、米
国
、ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
が
か
な
り

増
え
て
き
ま
し
た
。今
後
、ベ
ト
ナ
ム
工
場
の
生

産
を
強
化
し
、現
状
で
15
％
位
の
海
外
売
上
比

率
を
向
こ
う
３
年
位
で
30
〜
40
％
に
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、当
社
の
製
品
か
ら
作
ら
れ
る
自
動
車

用
部
品
の
幾
つ
か
は
、世
界
の
主
要
な
自
動
車

メ
ー
カ
ー
全
社
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、も
し

ア
ル
ミ
ネ
が
製
品
を
供
給
で
き
な
く
な
っ
た

ら
、多
分
、世
界
中
の
自
動
車
の
生
産
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

当
社
の
供
給
責
任
は
大
き
い
わ
け
で
、改
め
て

ア
ル
ミ
ネ
と
い
う
会
社
を
継
続
さ
せ
、お
客
さ

ま
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
気
持
ち
を
引

き
締
め
て
い
ま
す
。

営
業
型
の
会
社
に
変
え

お
客
さ
ま
の
期
待
に
応
え
た
い

称「
マ
ザ
ー
ズ
」な
る
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。正
式
に
は
、「
東
京
都
レ
デ
ィ
ー
ス
シ

ニ
ア（
マ
ザ
ー
ズ
）サ
ッ
カ
ー
大
会
」と
い
う
。東
京
都

サ
ッ
カ
ー
協
会
が
主
催
す
る
、れ
っ
き
と
し
た
大
会
だ
。

２
０
１
５
年
度
で
10
回
目
を
数
え
、東
京
都
内
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
、予
選
も
し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る
。私
事
な
が
ら
、

私
も
地
元
の
仲
間
た
ち
と
、こ
の
第
10
回
大
会
に
初
め
て

参
加
し
て
み
た
の
だ
が
、非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
大
会
だ
っ

た
た
め
、こ
の
場
を
借
り
て
レ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
う
。

０
１
５
年
12
月
、寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
地
元
の
河

川
敷
で
、大
会
予
選
は
幕
を
開
け
た
。５
チ
ー

ム
が
集
ま
る
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
。こ
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
１
～
２
チ
ー
ム
が
、「
中
央
大
会
」と
呼
ば
れ
る
、東
京

都
の
本
大
会
に
進
む
こ
と
が
許
さ
れ
る
。予
選
を
勝
ち

抜
け
ば
、雑
草
生
い
茂
る
河
川
敷
か
ら
、一
気
に「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
聖
地
」駒
沢
競
技
場
で
の
本
大
会
に
駒
を

進
め
ら
れ
る（
ち
な
み
に
、同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
で
は
、本
大
会
に
進
め
る
の
は
、52
チ
ー
ム
中

わ
ず
か
３
チ
ー
ム
）。

の
大
会
の
ポ
イ
ン
ト
は
、主
に「
サ
ッ
カ
ー
経
験

の
な
い
お
母
さ
ん
」を
対
象
と
す
る
大
会
だ
と

い
う
こ
と
だ
。ご
多
分
に
も
れ
ず
、我
々
の
チ
ー
ム
も
、

サ
ッ
カ
ー
経
験
の
な
い
マ
マ
た
ち
の
集
ま
り
で
、主
た
る

年
齢
層
は
40
～
50
代
。既
に
成
人
し
た
子
ど
も
を
持
つ

マ
マ
選
手
も
い
る
。

合
は
、少
年
サ
ッ
カ
ー
と
同
じ
８
人
制
で
、10
分

ハ
ー
フ
計
20
分
で
行
う
。ラ
イ
バ
ル
チ
ー
ム
は

い
ず
れ
も
強
そ
う
に
見
え
た
が
、試
合
を
始
め
る
と
、

我
々
と
お
お
む
ね
似
た
よ
う
な
レ
ベ
ル
。体
型
も
、か
な

り
ふ
く
よ
か
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。お
化
粧
バ
ッ
チ
リ

の
人
も
い
て
、競
り
合
う
シ
ー
ン
で
相
手
の
つ
け
ま
つ

げ
の
濃
さ
に
驚
く
こ
と
も
。プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
は
、基
本
、

「
ダ
ン
ゴ
サ
ッ
カ
ー
」。足
元
の
技
術
が
な
い
た
め
、敵

味
方
入
り
乱
れ
た「
意
図
せ
ぬ
」ス
ル
ー
パ
ス
の
応
酬
で

あ
る
。サ
ッ
カ
ー
指
導
経
験
20
年
に
及
ぶ
、我
が
チ
ー
ム

の
即
席
コ
ー
チ（
男
性
）も
、初
の
マ
ザ
ー
ズ
指
揮
に
目

を
白
黒
さ
せ
な
が
ら
、懸
命
の
采
配
。そ
の
か
い
あ
っ
て

か
、我
々
は
２
勝
１
分
１
敗
、予
選
２
位
で
な
ん
と
中
央

大
会
出
場
が
決
定
し
た
。

論
か
ら
言
う
と
、そ
の
後
の
中
央
大
会
で
は
、

１
勝
も
で
き
ず
敗
退
す
る
。本
大
会
は
甘
く
な

か
っ
た
。駒
沢
の
天
然
芝
に
浮
か
れ
る
我
々
と
違
い
、

ア
ッ
プ
に
余
念
の
な
い
他
の
予
選
突
破
マ
ザ
ー
ズ
た
ち

は
、体
型
も
ス
リ
ム
で
、美
し
い「
パ
ス
サ
ッ
カ
ー
」を
展

開
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。あ
れ
か
ら
半
年
、来
年
も
必
ず

中
央
大
会
に
出
よ
う
と
誓
い
、コ
ー
チ
や
仲
間
た
ち
と
練

習
を
始
め
て
い
る
。あ
の
大
会
以
来
、仲
間
も
徐
々
に
増

え
、マ
マ
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
の
輪
は
確
実
に
広
が
っ
た
。毎

週
２
回
程
度
、笑
い
の
絶
え
な
い
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
。

我
が
国
に
は「
ス
ポ
ー
ツ
の
風
」が
吹
い
て
い

る
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
据
え
、リ
オ
で
は
我
が
国
の
選
手
た
ち
が
素
晴
ら

し
い
成
績
を
収
め
た
。野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
も
一
定
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
を
、ビ
ジ
ネ
ス
や
ま
ち
づ
く

り
、健
康
と
い
っ
た
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
用
し
よ
う

と
い
う
動
き
も
盛
ん
で
あ
る
。一
方
で
、我
が
国
の
半
数

近
く
の
人
（々
女
性
は
過
半
数
）は
、ほ
と
ん
ど
ス
ポ
ー
ツ

を「
し
な
い
」。ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
理
由
も
、「
健
康
」や「
運

動
不
足
解
消
」、「
体
力
を
つ
け
る
た
め
」と
、ど
う
も
義

務
感
か
ら
取
り
組
む
人
が
多
い
よ
う
だ（
日
本
生
命
ア
ン

ケ
ー
ト
参
照
）。「
ス
ポ
ー
ツ
の
風
」が
隅
々
ま
で
行
き
わ

た
る
時
、そ
れ
は
、我
が
国
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
」人

で
あ
ふ
れ
る
時
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ダ
ン
ゴ
サ
ッ

カ
ー
を
繰
り
広
げ
る
母
た
ち
が
、そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た

と
感
じ
て
い
る
。

株式会社 日本経済研究所
社会インフラ本部
インフラ部長　小原 爽子執 筆 者

通２

結

こ

試

本大会当日、あこがれの駒沢競技場に  　  （写真提供：著者友人）

毎日

週に3回以上

週に1～2回

月に1～3回

3カ月に1～2回

年に1～3回

全くしない

人数 

341

510

1,323

1,118

574

697

1,996

6,559

占 率 

5.2

7.8

20.2

17.0

8.8

10.6

30.4

100.0

人数 

210

386

867

512

274

492

2,185

4,926

占 率 

4.3

7.8

17.6

10.4

5.6

10.0

44.4

100.0

男 性 女 性
（名,％）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0
（％）

健
康

運
動
不
足
解
消

体
力
を
つ
け
る

趣
味
・
楽
し
み

ス
ト
レ
ス
解
消

美
容
や

体
型
維
持
・
改
善

友
人
・
仲
間
と
の

交
流

家
族
と
の

ふ
れ
あ
い

記
録
追
及
・

能
力
向
上

69.4

39.8 36.5
27.9

21.3 20.8 19.1

7.9
2.7

69.4

39.8 36.5
27.9

21.3 20.8 19.1

7.9
2.7

■ スポーツする頻度（男女別・年代別内訳）

Vol.3

2013年に生産拠点の分散化を図るべく、
初の海外拠点、有限会社アルミネ・ベトナ
ムを設置。ホアビン省ルオンソン工業団地
で工場の操業を開始した。

今
、
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出所：日本生命保険相互会社　『「スポーツ」に関するアンケート調査結果について』

■ スポーツに取り組んでいる理由
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調査のわき道 未来人図鑑


